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1．緒ロ

教科とは「学校教育の目標を達成するために科学・技術・芸術などの人類の文化遺産を教育的観点から体系

的に編成した教授内容の単位｣川であり，諸教科は，その文化遺産のなかから最も基本的であるものを選び出し，

一定の順序でそれを配列・構成することによって成立しているそして，その配列・構成されたものが教科で教

えたい中身＝教科内容である．さらに堀尾2)は，「教育は，現在までの学問文化の最高の達成を含む文化の伝

達を通して行われるべきであり，そのことによって，現在の人間と社会をこえる営み」であると述ぺているつ

まり教科教育は人類の文化遺産を子どもに教え伝えていくものであり，出原3)が「体育という教科は・・・（中

略）・・・人類の遺産としての運動文化を継承し発展きせるための学力を育てる教科である」と述べているよう

に，体育は運動文化という人類の遺産を子どもに教え伝えていく教科であるといえる．

では体育で学ぶべき運動文化とは具体的にどのようなもの・ことを指すのだろうか高山!)が「運動文化は①

ルールと②ルールによって規定される技術で成り立っている｣，高津５１が「運動文化は，①組織，②ルール，③

試合，④技術体系，⑤練習体系，⑥倫理性を内包する「生活様式」でもある」と述べているように，体育には

ルール，技術の学習ははずせないものだと考えられる．ざらに技術はルールに規定されるものであり，ルール

学習を行うことは必須であるといえるだろう．

これまで体育で行われてきたルール学習について成瀬６１は，ルール学習はＡタイプ（現行の正式ルールや変

更点をそのまま教える)，Ｂタイプ（ルールを子どもの要求や実態に合致するように変更・修正していく)，Ｃタ

イプ（ルールそのものを学習対象としてその成立の原因や背景を探る）の３つの指導タイプに分けられると述べ

ているまた丸山7)は，ルール学習はその学習目的により，「①社会的態度としてのルールを学ぶ学習，②既

存のルールを憶える学習，③教師が設定したルール変更の中で学ぶ学習④子どもの手によるルール学習，⑤

ルール史の学習，⑥ルールの意味・役割・原則を学ぶ学習に分類できる」と述べこれまでのルール学習の多く

は，①②③のルール学習がその中心であったと報告している．

しかし上記①②③のルール学習では，先に出原が述べた「運動文化を継承し発展させるための学力」を育

てるには不十分である．この学力を育てるためには，成瀬の分類ならばｃタイプ，丸山の分類では④⑤⑥の授業

を行うことが必要である．これらの先行授業実践において，子どもの反応はよいこと，活発な教授一学習活動が

展開きれたことは報告されているが客観的なデータはみられないし，その必要性，価値は実証されていない

さらに成瀬のｃタイプ，丸山の④⑤⑥の授業としては不足している部分もあり，ルールそのものを学習対象と

して学ぶ授業の研究が必要である．

そこで本研究においては，体育の教科内容としてルール学習を位置づける必要性価値を実証すること，およ

び実践授業の分析で得られた結果から，体育授業の教科内容としてルール学習をどのように位置づけていけばよ

いかを検討すること，以上２点を研究の目的とする．
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Ⅱ方法

バスケットボールのルール変遷の歴史における「ゲームのスピード化」に関するルール変更を教材として，実

験授業を行った．

Ｌ実験授業概要

○期間：2006年１２月１３日～2006年１２月２０日

○場所：熊本県阿蘇郡Ｔ小学校体育館・４年1組教室

○対象：同小学校４年１組男子１３名女子９名計22名

○時間：４０分×５時間，４５分×２時間

○指導者：同小学校４年１組担任Ｓ教諭

2．単元計画

3．分析項目

１）ルールに関する認識の変化

本研究では，子どもたちのルールに関する認識の変化を捉えるために研究者が作成した認識テストを用いた

設問は全部で５問，内容はルール変更の理由を問うものである．また，回答形式は５つの選択肢のうちから1つ

を選択する形式をとった単元前後と教室での理論授業後の３回実施し正答数の推移や回答の仕方の変化から

分析した．

２）ルールに対する意識の変化

ゲームをして変えたい，作りたいと思ったルールをそのルールの説明と理由も含めて授業後に子どもたち－人

ひとりに記述させた学習カードを使用した．学習カードの記入は４回行わせた．まず，子どもが記述したルール

を以下のポイントで分類整理した．そして，下記の視点で分類整理したものを個人，グループおよび全体で記入

回ごとに時系列にそって分析した．

(1)授業中のルール変更と歴史上での有無

子どもが考えたルールが歴史上に実際にあったかなかったかということを下表の基準に従って分類した

表ｌ子どもが考えたルールの分類基準◎○一△｜×
１
次
（
２
時
間
）

攻撃と防御の練習と定着

○オリエンテーション（本単元の説明、グルーピング、認識テスト、診断的授業評価票の記入、等）

○攻撃の練習［ファースト・ブレイク（速攻)］

○防御の練習［ファイブ・メン・ディフェンス（後退集中防御法)］

２
次
（
４
時
間
）

ゲーム中の問題解決のためのルールづくり

○1対０でゲームを開始し、０点のチームの攻撃から始める。ｌゲームの時間は３０秒。４回ずつ行う。

○教師は勝ちを意識させるような言葉かけをする。ゲームのおもしろさについても言及する。

○ゲームをして勝った理由、負けた理由を話し合い、勝つための作戦を考えさせる。

○きっちり引いて守っているので攻め手が攻めきれない、という状況で子どもたちにルールを考えさせる。

○考えたルールを試す。

３
次
（
１
時
間
）

教室でのまとめ

○認識テスト

○バスケットボールのルール変遷を学ぶ（１３条のルール→スピード化に関わる部分）

○自分たちが考えたルールをまとめなおして、バスケットボールのルール変遷と比較する。

○総括的授業評価票の記入

○認識テスト

。 歴史上にあるルールとその設定・変更理由が一致している

○ 歴史上にあるルールに似たルールで、その設定・変更理由が一致している

△ 歴史上にあるルールと一致しているが、その設定・変更理由は一致していない

× 歴史上にはないルール
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2）ルール変更の理由およびや条件

中村はスポーツのルールが創られたり変更されたりする場合，その理由や条件8）として，おおよそ次のような

ことが考えられると述べている．

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(1o）

(11）

(12）

(13）

(14）

(15）

競技がより対等，平等，公正に行われるようにする

競技の結果をより正確に測定，または判定できるようにする

競技がより高度な水準で行われるようにする

攻守のバランスが保たれるようにする

危険を防止する

審判の判定を迅速，正確かつ容易にし，またその権限を強める

競技のスピード・アップをはかる

競技のモラルを高める

技術や用・器具についての科学的な研究成果を取り入れる

組織や企業の収入増をはかる

競技をオープン化（プロとアマが一緒に試合ができる）する

人種差別などを排除（あるいは強化）する

スポーツ大国の優位性を保つ

競技をおもしろくする

スポーツの大衆化をはかる

子どもが考えた理由を上記の１５項目で分類した．

(3)診断的・総括的授業評価の値の変化

実践授業の1時間目と７時間目の２回，高橋ら9)高田ら10)による診断的，総括的評価の調査票の記入を行わせ

た３段階評価法を用い，それぞれの項目を「はい」「どちらでもない」「いいえ」の順に3,2,1点と得点化し各

因子は５項目の合計得点および総合評価はすべての項目の合計得点から算出し，結果を出した得られた結果の

前後比較を行い，本実践授業の成果を分析した

Ⅲ結果および考察

ｌルール学習の実践の価値

ｌ）ルールに対する意識の変化

図ｌは記入日による変更要素の変化を表したものである４回目の記入で「４攻守バランス」「７スピード化」

｢１４おもしろく」の３項目が大幅に増加している．このことは子どもたちがゲームをスピーディーにしたり，

おもしろくしたり，攻守のバランスがとれたものにするためのルールを考えるようになったことを表している

また，図２は記入日によるルールの内訳の変化を表したものである」回目の記入では圧倒的に×が多いが４回

目になると，×の数は大幅に減少し，△，○の数が増加し◎も２個出てきている．このことから，子どもたち

の考えるルールが次第に歴史上にあるルールに近いものになっていったといえる．子どもたちはゲームをしてい

く中で，確実に勝つためには時間稼ぎをすればいいということに気づき，ゲームで実行していたそしてその結

果，リードしているチームがかなりの確率で勝ったのだがその反面，時間稼ぎをすることによってゲームのおも

しろさが半減してしまうという状況に直面した．変更要素の変化から，子どもたちは結果的にゲームのおもしろ

さを保つことを優先したということ，さらにそのおもしろさはゲームのスピード化にかかわることであることが

読み取れる．バスケットボールの競技特性として，「狭いコート内での競い合いだけに緩やかなプレイではすぐ

相手に囲まれたり，よい位置に立たれたりするので全体にスピーディーであり，それだけにまた場面の変化も多

いので，それに即応する判断力と敏捷な行動動作を要求される｣､）ということがあげられる．結果的にバスケッ

トボールはスピーディーなゲーム展開となり，そこが－つのおもしろきであるといえる．そして，子どもたちが

考えたルールもスピード化に関するものになっていったことから，バスケットボールのおもしろさをスピー

ディーなゲーム展開と感じて，時間稼ぎを制限するルールを考えたと推察される．
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バスケットボールの倉11案者であるＪネイスミスはバスケットボールはプレイヤーがポール奪取の努力をし

なければならないという考えに基づき，「ゲーム中のストーリングの責任は，ポールを積極的に取りに出ない

ディフェンス側にある｣１２）とした．そして，オフェンスのストーリングの問題を解決するには，ディフェンス側

を規制する必要があると考え，「(1)ゴール下でディフェンスをするチームが，３０秒間ポールを奪取しようとし

ない場合は，相手チームに１本のフリー・スローを与える（２）ディフェンス・エリア外からのシュートの成功

には４点を与える（３）ボールがバック・コートにあるとき，ディフェンスは３人以上，フロントコートには

いってはならない｣13）という三案を提案したしかしこれらの案は採用されず,１９３２年に１０秒ルールが制定さ

れたネイスミスが提案した三案のうち（２）以外は，実際にルールとして位置づけるには不都合があったから

だと思われる（2）も，新たにディフェンス・エリアを定める必要があったために採用されなかったのであろう．

しかしながらこれら三案は，（l）は３０秒ルール（1960年制定）に，（2）は３ポイントシュートルール（1985

年制定）に，（3）はプレスディフェンスにと，1932年以降のルールまたは技術に密接に関わっていると考えられ

るバスケットボールを創案しその発展を願っていたネイスミスが考えたルール案は，その後実際にルール化

され現在に至っているつまり，バスケットボールの発展を願うネイスミスの精神が受け継がれているといえる

子どもが考えたルールの中にも，(1)，（２）に類するものがみられた引いて守るディフェンスやストーリング

が行われるゲームを体,験した上で考えたルールであるから，１０秒ルールの制定より少し前の当時の状況とほとん

ど同じであると考えられるそうすると，ネイスミスと同じようなルールを考えたということは，子どもがネイ

スミスの精神をほんの－部でも受け継ぎ，バスケットボールを発展させるルールを考えたとはいえないだろうか

これらのことから歴史上で実際に行われた技術等を踏まえた指導をし，子どもたちにその当時と同じような体

験をさせることができれば，あるひとつのルールができる過程，その思想や背景を学ばせることができる可能性

があるということがわかる

本研究における実験授業では，歴史的事実に基づいたルール発展過程を体験しながら学ぶことで，子どもたち

は，ルールはなぜ，どのようにして変わってきたのかということを身をもって感じ，考え，知ることができたと

考えられる丸山M)は，「スポーツの歴史を学ぶことは，スポーツの権利主体としてスポーツを変革・創造して

いくための必須条件である」と述べ，スポーツの歴史を学ぶことの重要性を示しているそして本研究における

実験授業は，スポーツという文化を継承・発展させる力をつけるためにルールの側面から迫ったものである

子どものルールに対する意識は，バスケットボールを継承・発展する方向へ変化していると考えられ，本研究に

おける実験授業は価値があったといえる
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Z）ルールに関する認識の変化

図３の選択肢別回答数のグラフの形に注目すると，増加一減少，または減少一増加の形のものの方が多いこ

れは，３回のテストのたびに選択する回答が変化しているということを表しているこのように，学習の過程に

よって回答の仕方が変化しているということは，学習の過程によって子どもたちの内面，ルールについての考え

が変化しているといえるつまり，本研究の実践授業によって，子どもたちのルールに関する認識がゆさぶられ

たと考えられる
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教授学用語としての「ゆさぶり」は，「一面的ないし一般的・常識的な思考に疑問や否定を投げかけたり，も

しくは別の思考を対置したりすることによって，教師が子どもの思考に衝撃を与え，あらたなレベルのより高次

な思考を子どものなかに生み出していく技術｣'5）とぎれている．これから考えると，子どもたちがそれまで持っ

ていたルールについての考えが，授業の中での活動などによって打ち砕かれ，子どもの内面でルールについての

考えの葛藤や問い直しが起こったと考えられる．そして，全体の正答数は事前から理論後にかけて増加している

(図4）という結果とあわせると，子どもたちのルールに関する認識が深まったといえる．

実技を通して行うルール学習で，ルールに関する認識に伸びが見られなかった子どもが，理論授業を受けた後

のテストではルールに関する認識は伸びていた．実技を通して行うだけでなく，理論の授業として，実技で扱っ

たルールについての変更理由や背景，そのルールの起源や歴史，変遷の背景などを学習することで，実技の中で

は伸びなかった子どものルールに関する認識を高めことができると考えられる丸山が'6)「技術学習（実技）と

直接絡めたルール学習」と「理論学習（調査活動等も含めた「教室で行う体育｣）としてのルール学習」があり，

両ルール学習はどちらも欠けてはならず，体育授業の中で有機的に結びつけて構造的に位置づけられなければな

らないと述ぺているのも，実技と絡めたルール学習と理論学習としてのルール学習の両方を行うことで，子ども

のルールに関する認識がざらに高まり深まるという理由からであろう．これらのことより，実技と絡めたルール

学習と合せて理論学習としてのルール学習を行うことはルール学習には必要であり，これら２つの学習を併せて

行うことで学習効果をさらにあげることができるといえる．
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図４全図３選択肢別回答数

3）診断的・総括的授業評価の変化

表２次元別得点と合計得点

各次元と全項目の合計得点について（表2）であるが，ここでは，高橋の診断的，総括的評価の得点に関する

評価基準と照らし合わせてみていく．一般的な傾向からみたときの授業評価が「＋」は高い値であり，「－」は

低い値であり，「o」は一般的な傾向とほぼ変わらないことを示している．すべての次元と合計得点において，

"＋”から“＋”の変化であり，本研究における実践授業の対象学級は，授業を行う前から体育授業の評価は高

■■■￣

項目名 実践前 実践後

楽しさ（情意目標） 13.864（＋） 14-182（＋）

学び方（認識目標） 12.045（＋） 12.136（＋）

技能（運動目標） 12.364（＋） 13.136（＋）

協力（社会的行動目標） 14.591（＋） 14.727（＋）

合計得点 52.864（＋） 54.136（＋）
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い傾向にあったということがいえるそして．もともと高い傾向にあった授業評価の得点がさらに有意（Ｐ＜0

05）に向上しているということは，本研究における実践授業は子どもたちの授業評価にプラスに働いたというこ

とであり，価値があるということを示している
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図５全項目合計

２教科内容としてルール学習を位置づける価値

ｌ）体育の教科内容とは

体育の教科内容を考えることは，「体育は何を教える教科なのか」ということを考えることである大貫'7)は，

｢運動文化（スポーツ）に関する基礎的教養」を教える教科，中村'８１は「運動文化の継承・発展に関する科学」

を教える教科だと主張しているさらに森'9)が「教科とは，明確な教科目標を達成するために，社会的に承認

された科学，文化技術，芸術などから学校で学ぶべきものとしていくつかの領域に区分され，系統的に組織さ

れたものである…（中略）…．各教科は文化の継承と発展および人間形成という教育の基本的目的との関係

を常に問われているしたがって，体育も運動文化の継承と発展を図りながら人間形成に寄与している」と述べ

ているこれらのことから，体育は運動文化の継承・発展に関する科学を教える教科であるといえるまた

ルール学習の実験授業では，子どもたちはバスケットボールを発展させるルールを考えていたし，認識テストの

点数も向上していたつまり，この授業によってバスケットボールのルールに関する認識が高まり，バスケット

ボールという運動文化を発展させる力がついたと考えられるそして，実技と絡めた学習の部分で実際にゲーム

を行う中での不都合さを解決するルールを考えることで，ルールが変わった理由や背景を体,験しながら学び，そ

れと同時にルール変更の方法も身についたと考えられるさらに理論学習の部分で，実技で扱ったルールにつ

いての変更理由や背景，そのルールの起源や歴史，変遷の背景などを学習することで，実技の部分で学んだこと

が深まり，理論的に整理された知識として子どもの中に残っていると思われるこの授業を通して，子どもたち

はルール変更に関する方法と理論を学んだといえる

２）ルールがもつ教育的価値

体育は，運動・スポーツを学習の対象とする三本松20'は，「スポーツは，人間の生活をより豊かにし生を

充足させるために人間の身体を媒介として欲求を方向づけるように工夫され，組織化され，秩序化されてきた

文化であり社会によって承認された独自の意味と価値を持っている」と述べているこれは，スポーツは社会

における－つの文化としての位置づけがされているということであるまた出原21）は，「近代スポーツはまさし

く資本主義の文化そのものである…（中略）…近代スポーツの母国イギリスは議会制度を生んだ国でもあった

｢大将の首を取る」という暴力（戦争）による政権交代から，議会の決定による政権交代へというように民主主

義の思想と制度を発展させた「約束事」（ルール）の精神がスポーツを文化として洗練させたのだといえる」と

述べているスポーツという文化はルールを抜きにして考えることはできないということを示しているといえる

吉田22)は，時代や社会が変われば人々のものの見方や考え方，そして生活や行動が変わり，スポーツも変化

が求められ，その変化の過程や特徴は具体的にはルールの変更という形で現れると述べているこれより，ルー

ルは時代や社会の変化人々の発想や意識や価値観を含み込み，映し出すものであるといえるさらに中房23）

が「一つのルールが生まれたり，古いルールが変わったりする背後には必ずなんらかの理由や原因があり，そこ

にはその時代と社会に生きた人々の発想や意識や価値観がふくまれているに違いない」としているこれらのこ
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とより，ルールは時代や社会の変化人々の発想や意識や価値観を含み込み，映し出すものであるといえる．ま

た草深24)が「日本人のルール観はともすると遵法主義であったしかし，先の不変的ルールを保持しながら，

可変性の原則に則っていれば，国際的・国内的統一ルールでなくともよいはずである」と守能25)が「ルールと

は疑ってはならぬものではないまたそうした『取りきめ』もアプリオリには存在しない．特に当事者の技術レ

ベルが前提となって中身が定められなければ意味のないスポーツのルールは，むしろその－つひとつが疑われて

しかるぺきものとしてはじめからある」と述べている．これは，ルールは疑ってよいもの，変わるもの．変えて

よいものであるということである．ここまでをまとめると，スポーツのルールは，①時代や社会の変化人々の

発想や意識や価値観を含み込み，映し出すもの，②疑ってよいもの，変わるもの.変えてよいものであると考え

られるそうすると，ルールが持つ教育的価値は，そのスポーツが生まれ発展してきた国の国民性や文化まで丸

ごと学ぶことができることと，ルールを疑ってよいもの，変えられるものと認識することで，ルールの存在理由

を考えたうえでの，不変的ルールを保持したそのスポーツの特徴を失わないルール変更をする力がつくことだと

思われる．

3．ルール学習を教科内容に位置づける具体的検討

１）教材選択の基準

ルール学習の授業の教材としてスポーツルールを選択する時，選択基準も重要である

スポーツの数だけルールはあり，実際にルール学習の授業を創ろうとした時にどのスポーツルールを扱うか

という課題に直面することになる．教材としてスポーツルールを選択する時，何を基準にして選べばよいのだろ

うか先行実践をいくつか見てみると，澤実践26)においては，サッカーというスポーツ文化の成立の条件や発

展の歴史を教材とし，フェアプレー精神を学ばせている．鬼頭実践27)では，サッカーのラインの発生史を知る

ことでラインの働きやあり方を考えラインを意識したプレーができるようになったまた，制野実践28)では

独自に考案したドツヂバレーとバレーボールの比較からルール観の問い直しを行ったざらに，小山実践29)で

は，武士の剣術から現代剣道への歩みをたどり，有効打突の成り立ちを体験的に学ばせた

これらの先行実践からは，教材とそのねらいに関係性は見られない．しかし，中村30)が「スポーツのルール

が人間によって考え出きれるものであり，またそれが一定の範囲の人びとの合意によって成立・実施されるもの

である以上，このルールがそれぞれの時代や社会の，また民族や階級などの支配的な精神や思想，あるいはその

全体的な雰囲気やスポーツを愛好する人びとの集団意識などを反映・吸収したものになるのは避けられないこと

であり，しかもこれらの諸条件の変化によってルールもまた変化していかざるをえない」と述ぺているように

スポーツがどの国で生まれ発展してきたかによって，そのスポーツの特徴を構成する勝敗の決め方，プレーの仕

方，審判の人数や判定の方法などに相違が生じる．例えば，アメリカで発展したり考案されたりしたスポーツに

共通するスポーツの特徴としては「①選手交代に基づいたベストなメンバー構成によってゲームが進行される．

②自己主張が認められ，審判への抗議も許されること③勝利への執着が強く，手段を選ばぬ勝利至上主義へと

合理化が一層進んでいる．④機動力あふれる，スピーディーなゲーム展開が好まれ，それらがゲームの構造自体

に配慮きれている⑤情動的な表現に寛容であり，独特のプレイヤーと観衆とを結ぶ興奮状態が発揮きれる

等」31)があげられる．それに対して，イギリスのスポーツに共通するスポーツの特徴としては「アマチュアリ

ズム，スポーツマンシップ，フェアプレイの精神，審判の判定には従うことなど｣32)があげられる．以上のこと

より教材としてのスポーツのルールを選択する基準は，生まれた国によるスポーツの特徴を利用することが有効

だと考えられる．

２）授業方法

本研究における実験授業では，実技の後に理論授業を行うという方法をとったその結果，実技でルールに関

する認識を高めることができなかった子どもたちを高めることができたこのようにルール学習はその行い方

によって子どもの学習成果に影響を与えると考えられる．丸山33)は，ルール学習の学習形態として「技術学習

(実技）と直接絡めたルール学習」と「理論学習（調査活動等も含めた「教室で行う体育｣）としてのルール学

習」の２種類の学習形態があると述べている．この２種類の学習形態で分けたときの前者の先行実践としては鬼

頭実践34)，小山実践35)，後者の実践としては岨実践36)，佐藤実践37)があげられる．

「技術学習（実技）と直接絡めたルール学習」の２実践の特徴としては一つのスポーツのルールの歴史や変遷

を体験的に学ぶものであり，「理論学習としてのルール学習」の２実践はいくつかのスポーツのルールを比較し

たり分類したりして，スポーツのルールが含み持つ役割や意味を学ぶものである．両者はそれぞれに学ぶ内容も
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方法も異なるので，そうすると，ルール学習は両方の形態で行う必要があるといえるさらに学年や発達段階

の観点から考えると，体験的に学ぶ前者の形態は小学校から中学校段階で有機的に働くと考えられる．特に小学

校段階は，ピアジエの発達段階説38)を用いると，操作の体系によって「論理的」に考えることができるが，具

体物を離れて操作の体系を構築，適用していくことが難しい具体的操作期の子どもがほとんどである．知的発達

の面からすると，考えることが重要であるルール学習においては，小学校段階では体験的に学ぶという方法をメ

インにして学習を行うことが望ましいと考えられる．そして，すべての子どもが具体物に依存せず，言葉だけを

もちいて論理的抽象的な思考が可能になる形式的操作期（１２歳から１３歳以上）になってから，後者の「理論学

習としてのルール学習」の比率をあげていくのがよいと考える

ざらに，発達段階に即したルール学習について，特に考慮が必要だと思われる小学校中学年までの行い方につ

いて考えていく．本研究における実践授業の対象は小学校４年生であり，ピアジェの発達段階説からすると具体

的操作期にある子どもたちであった．授業の形態は先に述べたように「実技学習と絡めたルール学習」であり，

実技授業後に理論授業を１時間行った小学校学習指導要領においては４年生では特定種目の内容は示きれず

｢○○型ゲーム」として示されているしかしルール学習ではスポーツルールを学習の対象とするため，特定

種目を扱う．この時期の子どもはスポーツの経験や知識があまりなく，したがって，特定のスポーツルールもほ

とんど知らないという状態だったと考えてよい．小学校中学年までの子どもは大方このような状態であろう．こ

の子どもたちにルール学習を行い，実りあるものにしていくにはどのような手立てが必要であろうか．

まずは，「実技学習と絡めたルール学習」で授業を行うことが前提になると思われる．それは，子どもは実際

にそのルールで実技を行うことで，ルールを自分のものとして，自分にひきつけて考えることができるようにな

ると考えられるからであるそして，授業の中でできるだけ具体物を通して具体的に学習を進めることが必要で

ある．教師は，教具の工夫や発問，指示の工夫など，子どもの思考力が働きやすくなるような手立てをしなけれ

ばならない．発達段階が低い子どもにはルール学習はできないということはない

上記のような方法を試みながら，子どもたちにとって実りのあるルール学習を模索していかなければならない

３）他教科との連携の可能性

1998年告示の学習指導要領より，体育の年間授業時数はそれまでの105時間から９０時間に削減された年間

90時間という限られた授業時数の中で全領域の授業を行うのは簡単なことではない．運動会や持久走大会の練

習も入ってくるのだからなおざらである．

本研究で授業を行った教師との反省の中で出てきたのが授業時数の問題であったルール学習は子どもの気づ

きや考えの変容を大切にして授業を進めていく必要があるし，学習対象もスポーツルールという大きなものであ

る．したがってルール学習を行うには，ある程度まとまった授業時数が必要である．この問題を解決する－つの

方法としてあげられるのが，他教科等との連携である他教科等といっても様々あるが，今回は総合的な学習の

時間との連携について考えていく．

総合的な学習の時間は1998年改訂の学習指導要領で新たに加えられたそして，各教科，道徳，特別活動と

並ぶ－つの教育課程として位置づけられ,2002年から実施されたその授業時数は，小学校第３学年・第４学年

が105単位時間第５学年・第６学年が１１０単位時間中学校第１学年が70～100単位時間第２学年が70～

105単位時間，第３学年が70～130単位時間高等学校においては卒業までに105～２１０単位時間が配当されて

いる39)．総合的な学習の時間は，「答申において，①各学校が創意工夫を生かした特色ある教育活動を一層展開

できるようにするための時間を確保する必要があること，②また自ら学び自ら考える力などの［生きる力］を

はぐくむために既存の教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習を実施できるような時間を確保する必要もあ

ることからその創設が提言された｣40）ものである．また，「総合的な学習の時間で身につけた力を各教科等にお

いて生かしていくことが大切であり，各学校では，総合的な学習の時間と各教科等の指導計画の有機的な連携に

配慮する必要がある｣u）とされており，総合的な学習の時間は他教科との連携が積極的に行われる必要があるの

である．

それでは，ルール学習と総合的な学習の時間の連携はどのように行っていくべきなのであろうか．阿部42)は，

子どもが学力を身に付けていくための，総合的な学習と各教科等との関連を，「①学習内容の関連，②学習方法

の関連，③資質・能力の関連」の３点から考えている（注ｌ参照）また，河合43)は，教科と総合的な学習との

かかわり方を類型し，「①発展的アプローチ。②学際的アプローチ，③教科的アプローチ，④トピック的アプ

ローチ」の4つに分けている（注2参照）そして，ルール学習と総合的な学習の時間の連携は，前者では主に①

学習内容の関連，後者では①発展的アプローチ，②学際的アプローチ，③教科的アプローチで行うことができる
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と考えられる．ざらに，児島ｲｨ)は「｢総合的な学習」の指導原理としては，二つのことがあげられている．一つ

は体験的学習であり，もう一つは問題解決的学習である」と述べており，体験的学習と問題解決的学習を取り入

れた学習が行われる必要性を示している．

また岡出45)は，総合的な学習における保健体育関係のテーマ，素材の扱われ方について調査を行っている．

それによると，体育関係のテーマを扱っている学校数は全277校中８３校と比較的多いとしている．さらに，体

育関係のテーマは，スポーツの歴史，スポーツが社会に与える影響，オリンピック，パラリンピック等があげら

れており，これらのテーマの扱われ方は①体験・交流型，②講演③調査・発表型，④創作型の４つに大別き

れている．この報告で，これまで体育と総合的な学習の時間を連携きせて授業が行われてきたことがわかる．そ

して，ルール学習と総合的な学習の時間を連携させた授業がこれから行われていく可能性は大いにあるといえる．

注l）①学習内容の関連：学習活動で身に付けた知識や技能②学習方法の関連：学習活動で身に付けた見

方・考え方・問題解決の手順・表現方法．まとめ方など③資質・能力の関連：学習や活動で身に付けた，問題

解決能力・コミュニケーション能力・情報活用能力などの資質・能力．

注2）①発展的アプローチ：教科学習の発展として総合学習をとらえ，学習を終えた後に時間を設定し，教科

の学習をさらに深めるような課題や，教科学習により触発された課題等に取り組む②学際的アプローチ：テー

マや課題を解決するために，関係する教科や領域からアプローチする総合学習で，小学校での教科横断タイプの

総合や，中学校での教科分担タイプの総合がこれに当てはまる．③教科的アプローチ：教科の単元を拡大したり

肉づけをしたりしながら，総合学習として展開する取り組みである．④トピック的アプローチ：子どもたちの生

活の中から発生した課題を解決していく総合学習において，教科にかかわる内容についての取り組みを，教科指

導に読み替えていく方法である．

Ⅳ、結

〈
冊

一
一
一
一
口

Ｌルール学習の実践の価値について

ｌ）ルールに対する意識はバスケットボールを継承・発展する方向へ変化していると考えられる．

２）ルールに関する認識は，事前から事後，事後から理論後にかけて深まったといえる．

３）診断的・総括的授業評価の得点は，実践前後で有意に向上していたよって，本研究における実践は価値

があったといえる．

2．教科内容にルール学習を位置づける価値について

１）体育の教科内容は「運動文化を発展させる方法と理論」であるといえる．

２）ルールが持つ教育的価値は，スポーツが生まれ発展してきた国の国民性や文化を丸ごと学ぶことができる

ことと，不変的ルールを保持したそのスポーツの特徴を失わないルール変更をする力がつくことであると

考えられる．よって，教科内容にルール学習を位置づける価値はあるといえる．

3．ルール学習を教科内容に位置づける具体的検討について

ｌ）教材を選択する基準は，生まれた国によるスポーツの特徴を利用することが有効だと考えられる

２）授業方法は，発達段階に即して「技術学習（実技）と直接絡めたルール学習」と「理論学習としてのルー

ル学習」の比率を変えて行う必要がある．
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